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 要 旨   
 疫学データでは、女性においてアルコールがインシュリン感受性を増大させる良い影響

を持つが、乳ガンリスクを増大させる有害な影響を持つことが示されている。これらの影

響は動物の乳ガンモデルにおいて同時に確認されたことはない。本研究の目的は乳ガンモ

デルマウスにおいてアルコールがインシュリン感受性を増大させ、乳ガン形成を促進する

ことを確認することである。ブドウ糖負荷試験と homeostasis model assessment より、ア

ルコール摂取がインシュリン感受性を改善することがわかった。水摂取マウスよりも。ア

ルコール摂取マウスではより大きな乳ガンが形成され、その発達が早いことが示された。in 
vitro の結果より、アルコール暴露が用量依存的に乳ガン細胞の侵襲性を増大させることが

わかった。以上より、乳ガンの動物モデルと in vitro のモデルでアルコールが乳ガンに与え

る影響を示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 




